
鳥取県教育委員会事務局 社会教育課　生涯学習推進担当

電話　0857-26-7943　　ファクシミリ　０８５７ｰ２６－８１７５

電子メール　shakaikyouiku@pref.tottori.lg.jp

鳥取県教育委員会事務局 小中学校課 学校・家庭・地域連携推進担当

電話　0857-26-7521   　ファクシミリ　0857-26-8170

電子メール　shouchuugakkou@pref.tottori.lg.jp

特定非営利活動法人こども未来ネットワーク（県から委託）

電話　0858-22-1960　 　ファクシミリ　0858-27-0271

電子メール　media@kodomomirai.kirara.st 

申込先

考えてみませんか～メディア機器とのかかわり

　インターネットはとても頼りになる便利なものです。子育てにおいても、悩んだり、困ったりした時の解

決策の検索、病院の予約など、多くの方が、親族や子育て関係機関のほか、インターネットにも大きく助

けられながら子育てをしている時代です。　

　こうした環境の中、わたしたちの生活に深く根付く電子メディア機器（スマートフォン・ゲーム機・パソコ

ンなど）を、直接、乳幼児期の子育てツールとして利用する例もみられます。ですが、こころも身体も発

達途中の乳幼児には刺激が強すぎますし、乳幼児向けのアプリであっても視聴が習慣化すると、家族

のふれあいの時間や絵本の読み聞かせ、外遊びなどの体験の機会を失うことにつながります。

子どもたちのインターネット利用の実態について
　近年は、乳幼児期からネット環境に接していることなどから、インターネット利用の低年齢化が進んでいます。利用に夢中にな

るあまり、日常生活や健康に影響がでてしまう「ネット依存」の低年齢化も危惧されています。

スマートフォン等電子メディア機器の過剰利用による影響
〇 睡眠不足等により、日常生活や生活習慣に影響が生じる

〇 小さな画面を近くでみつめ続けることで視力の発達を妨げるばかりでなく、

　 斜視（黒目が片側に寄ること）になる可能性

〇 ディスプレイに使用されている「ブルーライト」が目に負担となったり、睡眠障害を引きおこす可能性　

　子どもは、大人のメディア利用の様子を見て育ちます。大人のわたしたちも、読み聞かせなど、子どもと過

ごす大切な時間をメディア機器に奪われていませんか？

　親子で一緒に過ごすことができる時期は限られています。その時間を大切にするためにも、電子メディア

機器との関わりについて、家族で考え、話し合い、学び続けましょう。

ご案内

　子育てを支援するため、読み聞かせや家庭教育、インターネットの利用に関する研修会に講師を無料で派遣しています。関係

機関のみなさまのご活用をお待ちしています。

対象 幼稚園・保育所や子育て支援センターなどが開催する保護者・親子向けの研修会

子ども読書アドバイザー
内容：読み聞かせの大切さ、読み聞かせのポイントなど 

家庭教育アドバイザー
内容：親の役割や子どもとのかかわり方など 

ケータイ・インターネット教育推進員
内容：電子メディア利用についての現状や課題など
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保護者の皆様へ
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「読み聞かせ」は心の栄養です

毎日の食事が丈夫な体をつくり、成長

させるように、読み聞かせは、豊かな

言葉と生きていくための心の根っこを

育てます。

母乳・ミルク、離乳食、幼児食…と食事

を与えるように、子どもの成長にあわ

せて読み聞かせをして、心にたっぷり

と栄養をあげてください。



　子どもにとって、家族のぬくもりの中で絵本を楽しむひとときはかけがえのないものです。

　絵本を通じて、お子さんと、こころ触れ合う温かい時間を過ごしませんか。

子ども時代に楽しんだ本や、読んでもらった体験・その嬉しさはいつ

までもこころに残り、生きる力としてその子の人生を支えます。

絵本は、初めて出会う文学

　絵本は、人が生まれて一番最初に出会う文学です。絵本の中には、作家が子どもたちのことを思い、選び

考え抜いたことばと本物の絵が詰まっています。

　家族からの日頃の言葉かけとあわせて、絵本に触れることで、子どものこころや言葉は育っていきます。

近年、妊娠期から絵本に親しんでいただく取組も広がっています。

これから生まれてくるお子さんに読み聞かせをすることをイメージしながら、まずは、最寄り

の図書館や書店などで絵本を手に取ってみてはいかがでしょうか。

気に入った本が見つかったら、声にだして読んでみましょう。

わらべうたや、絵本を仲立ちにして、心地よい声のやりとりやふれあい

を楽しみましょう。

○子どもの好きなものが載っている　

○身近な動物や植物が登場する

○生活の中の言葉にふれている　　　

○言葉や音の繰り返しがある など

会話ができるようになってくると、言葉の数が増

えていきます。いろいろな実体験を大切にしながら、

絵本や本のジャンルを広げていきましょう。

また、文字を覚え始めても、読み聞かせは続けましょう。覚えたての文字を追うことに気を

とられ、物語を理解したり、じっくり絵を楽しんだりすることの妨げになってしまう可能性が

あります。

おすすめの絵本　　○昔ばなし　○物語・童話　○科学絵本　○生きもの図鑑　など

　

ひとりで本が読めるようになっても、読み聞かせは続けましょう。

小学校で文字や漢字、言葉を習い始めてもしばらくは読み聞かせを続けて、言葉や表現、

物語そのものをお子さんとともに楽しみましょう。また、おうちの方が子どものころに読んで

おもしろかった本について話をするというのもよいですね。

そうした時間を経ることで、本がお子さんの人生に欠かせないものと

なっていくことでしょう。

妊娠期

０～２歳頃
親子の遊びのひとつ

として始めましょう

２～６歳頃
絵本のジャンルを

広げていきましょう

６歳以上
読み聞かせを続けま

しょう

おすすめの絵本

Ｑ　自分で本が読めるようになったら、読み聞かせは必 

　要ない？

　ひとりで本が読めるようになっても、文字を読むことと、おは

なしを聞く喜びは別のものです。子どもはおはなしを楽しんで

いるだけでなく、読んでくれる大人とのスキンシップも求めて

います。お子さんが「読んで」と言ってくる間はぜひ読んであ

げてください。また、読み聞かせを続けることで、絵本から幼

年童話などにスムーズにステップアップすることができます。

Ｑ　忙しくて、読み聞かせの時間が取れません…

　毎日でなくてもよいので、５分程度でも、時間を作ってみま

せんか。

Ｑ　同じ絵本ばかりを読んでと持ってきますが、よいで

　しょうか。

　お気に入りの絵本を大好きな人に、何回も続けて読んでも

らえることはその子にとって幸せな時間です。同じ本でも子ど

もは読むたびに新しい発見をし、内容を深めており、本が好き

になる第一歩となります。

Ｑ　スマートフォンの動画での読み聞かせは？

　子どもは、読んでくれる大人の生の声の温かみを感じてい

ます。紙の本をめくる楽しさもあります。絵本の持つ力を生か

すためには、直接、読み聞かせをするのが効果的です。

読み聞かせQ＆A

図書館に行ってみよう
　図書館には様々な本があり、子どもの興味・関心が引き出されます。選ぶ時間も楽しい

ですが、悩んだときには、お子さんの好きなものや、興味のあることなども、選ぶ手掛かり

となります。また、ブックリストの利用や、図書館職員に相談するのもよいでしょう。

　多くの図書館は、定期的におはなし会（読み聞かせ会）などを企画しています。お子さん

と一緒に、お近くの図書館に足を運んでみませんか。いつもと違う楽しさが発見できます。

読み聞かせを楽しもう

★ 家庭での読み方に決まりはありませんし、気負う必要もありません。自然体で読んであげてください。

★ 言葉がわからない段階でも、子どもにとって読み聞かせは嬉しく、幸せな時間です。五感を刺激して、脳を活性化させ

　　るともいわれています。

★ 読み聞かせの時は、絵本の世界に集中できるようテレビはＯＦＦにし、スマートフォン等を操作することも控えましょう。

★ 各ご家庭のペースで、毎日でなくても、短時間でも続けることが大切です。

★ まずは、おとなが読み聞かせを楽しみましょう！

言葉がわからなくても、

読み聞かせをするの？

上手に読まないと、

子どもに伝わらない？

読み聞かせって、

どうやったらいいの？

読み聞かせの力

親子の絆を深め、こころの安定につながります

絵本の世界を親子で一緒に楽しむことは、同じ体験を共有し、

同じ時間を過ごすことです。このことから愛されているという満

足感が得られ、こころの安定につながります。

豊かな言葉とこころが育まれます

絵本には、美しい言葉がたくさんつづられています。また、成長

するにつれ、絵本で語られる様々なできごとや気持ちに触れる

ことで、人の思いや痛み、生きる知恵を知る機会にもなってい

きます。

想像力を養い、学ぶ力の基礎をつくります

絵本で見たり聞いたりしたことを自分の経験と結び付け、想像することを楽しむようになります。

また、小さい頃から読み聞かせをしていた場合、成績が高い傾向にあるとの調査結果（＊）もあります。
（＊）平成２９年度全国学力・学習状況調査を活用した専門的な課題分析に関する調査研究（国立大学法人お茶の水女子大学）

成長にあわせて

書店にも行ってみよう
何度も繰り返して読むお気に入り

の本は、自分のものを買うと一生

の宝ものになりますね

図書館や園などの貸し出しや、

おはなし会に行ってみるのも

よいですね。


